
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　新聞を活用した授業の導入として計画した。「コラム」の記事は、中学1年生にとって理解し難しいものが多く、題材としては不適切だったように思われる。　生徒たちはそれぞれに楽しく取り組んでいたが、テーマに沿った写真や記事の選択、文章の記述など、更なる指導の必要性を痛感した。「自分の考えや意見を論理的に記述することができる」を目標に、これからも新聞を活用した授業を計画・実践していきたい。
	TextField2: 　原稿用紙の使い方や文章を書くことになれない生徒も多く見られたが、身近な新聞を教材としたことで生徒たちはそれぞれの題材に関心を持って前向きに取り組んでいた。
	TextField2: ①　朝刊一部を全員に配布し、新聞の特徴をまとめた別プリントにしたがって紙面・文章構成を理解する。②　「私のHAPPY NEWS」の題材で記事を選び、選んだ理由・感想・意見などを書く。③　「一枚の写真」の題材で自分の興味・関心を引かれるものを選び、選んだ理由・感想・意見などを書く。④　「風をよむ」の題材で第一面のコラムを視写し、感想や意見を書く。（留意点）・与えられた朝刊に、題材に適合する記事が見つからない場合には、夕刊や折込み特集なども利用させる。・原稿用紙の使い方に留意して、300字程度の文章を書くよう支援する。また、必ず題名をつけさせる。・「コラム」の感想や意見は、俳句・短歌・文章のどの形式であってもかまわないとした。・三つの題材の中から最も良いものを各自に選ばせ、教室に掲示することで他者への発信と交流を図らせた。
	TextField2: ○「わかりやすく説明しよう」「文章の推敲・原稿用紙の使い方」（教科書教材：光村図書1年）2時間○新聞にふれよう（本時）4時間　　　合計6時間
	TextField2: ○紙面構成の特徴や新聞独特の文章構成を理解することができたか。○題材に即した記事を選び，筋道の通った文章を書けたか。
	TextField2: 　新聞の特徴を知り興味や関心を深めるともに、新聞記事の中から課題に即したものを選び、その記事を選んだ理由や感想・意見などを読み手によくわかるように書く。
	TextField2: 新聞にふれよう
	TextField2: 国語　255人
	TextField2: 第1学年
	TextField2: 田中作雄
	TextField2: 大阪府堺市立登美丘中学校
	TextField1: ☆新聞に親しもう



